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本発表では、浜松ホトニクス社製のDesorption Ionization Using Through Hole Almina membrane

(DIUTHAME)が、イメージング質量分析用のブロッティング基板としての利用可能かどうかの検討を行っ

た。その結果、イチゴ断面の成分をDIUTHAMEにブロッティングしイメージング質量分析を行ったところ、

主な甘味成分であるスクロース、酸味成分であるクエン酸、および色素・機能性成分であるペラルゴニジンを

可視化することができた。以上より、イメージング質量分析法におけるDIUTHAMEへのブロッティングは、

イチゴ成分の可視化に有効な手法であることが示唆された。

なお、本発表は、優秀発表に選出され、口頭発表の他、ポスター発表も行った。
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DIUTHAMEへのブロッティングを用いたイメージング質量分析法によるイチゴ果実中の糖、有機酸、および

アントシアニンの可視化　【優秀発表】


